
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

平成２３年２月 

宇都宮市上河内自治会議 

 

産業・経済・交通 編 

 

地域のまちづくりに関する施策の提案 
 

抜粋 



２ 上河内地域の産業・経済・交通 

（１）現状と課題 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

（２）１０年後の理想像 

上河内の農業や雇用については，農作物のブランド化や農工商連携（６

次産業化）により，農業の付加価値を高め，地域の魅力ある基盤産業とし

て再生されています。併せて，「農」を活かした観光農園などの様々な事業

や取組みが数多く展開されており，農業を核とした多様な就業機会が創出

されています。 

上河内の交通については，生活道路や歩道が整備され，高齢者等の交通

弱者が安心・安全に暮らしていける地域が形成されています。また，上河

内スマート IC がもたらす広域的な交通ネットワークのメリットを活かし，

周辺地域に新たな交流や物流の拠点が形成されることにより，上河内が生

活と産業の広域的な結節点となっています。 

そして，人々の温もりのある協働のまちづくりと，多様な地域資源を活

用した地域ぐるみの観光振興により，地域内外の人との連帯と交流が深ま

り，「住んでよし来てよし」の上河内が実現しています。 

 

－２－ 

◇農業の将来性に不安 

上河内は，豊かな自然環境に恵まれ，農業を中心に発展してきたが，農業

従事者の減少・耕作放棄地の増加・担い手の高齢化等により，安定した経

営が難しい。 

◇働くところが少ない 

地域には働く場所が少なく，とくに女性の働く場所が少ないため，地域外

へ働きに出ている。 

◇交通の便が悪い 

道路および公共交通の整備が不十分で，全体として交通の利便性が悪く，

とくに高齢者等の交通弱者の移動に困難が生じている。 



３ 地域のまちづくりに関する施策の提案 

（１）産業・経済・交通を発展させるための目標 
    

地域の現状と課題を踏まえ，上河内地域の産業・経済・交通を発展させる

ための１０年後の目標を， 

「Ⅰ 地域農業を拡大化させる」 

「Ⅱ 雇用を創出する」 

「Ⅲ 交通網の整備を進める」に定めました。 
 

また，三つの目標が互いに係わり合い連携することで，更なる地域経済の

発展につながると考えます。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

－３－ 

 

三つの目標の連携により，更なる地域経済の発展が期待できる。 

 上河内地域の産業・経済・交通の発展イメージ  

Ⅲ 交通網の整備を進める 

 

Ⅱ 雇用を創出する 

Ⅰ 地域農業を拡大化させる 



（２）目標を達成するための方策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

車依存型社会からの脱却をめざしつつ，産業・経済を支える基盤となる必要な

道路整備は推進し，地域経済の活性化を図る。また，高齢者等の交通弱者のため

に歩道を付置するなど，安全で移動しやすい生活道路を整備することで，地域住

民の生活利便性の向上を図る。 
 

 

生活・産業・経済を支える人々の足となる「環境と人にやさしい公共交通」を

充実させることで，活力ある住みやすいまちづくりを推進する。 

 

上河内ならではの特産品の開発や地域農産物の品質を高めるブランド化によ

り，消費者の評価を得ることで，地域農産物の生産量を向上させる。また，地域

内で生産から加工・販売まで行う６次産業化を推進し，付加価値の域外漏出を防

ぐことで，地域の所得を高め，経済と農業の更なる拡大につなげる。 
 

 

様々な農作物を対象とした観光農園や体験農業を充実・強化し，地域農業の活

性化を図る。また，これらを地域の観光資源として活用し，観光まちづくりと連

携させることで，地域農業の魅力を向上させる。 

 

農業法人の設立を進め，農業規模の拡大を図ることで，農業に携わる人の雇用

を創出する。また，生産から加工・販売まで行う６次産業化の推進により，農業

に関連する事業（加工・販売）を拡大させ，更なる地域の雇用を創出する。 
 

 

上河内の象徴である山（羽黒山）・川（鬼怒川）・温泉（梵天の湯）の３大資源

をはじめとする名所・旧跡や観光農園・体験農園を活かした観光の振興を図り，

地域の雇用を創出する。 
 

 

フルインター化した上河内スマートＩＣの周辺地域に，物流・交流施設等を開

発・誘致することで，農業の６次産業化や観光まちづくりとの相乗効果を高め，

地域の雇用を創出する。 

Ⅰ 地域農業を拡大化させる 

Ⅲ 交通網の整備を進める 

－４－ 

方策１ 

方策２ 

方策６ 

方策５ 

方策３ 

Ⅱ 雇用を創出する 

方策７ 

方策４ 

地域農産物を活かした特産化やブランド化の推進 

観光農園や体験農園の充実・強化と観光まちづくりとの連携 

農業法人の設立と農業の６次産業化 

地域資源を活かした観光振興 

スマートＩＣ周辺を中心とした産業の開発・誘致 

公共交通の充実 

道路整備の推進 


